
 

 
る
ー
む
301 

シ
リ
ー
ズ
１ 

 
 

卒 

後 

研 

修 

委 

員 

会 
 

今
年
度
も
指
導
医
、
研
修
医
と
の
「
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
（
第
８
回
） 

卒
後
研
修
担
当
理
事 

 

片 

岡 

晃 

哉 

  

平
成
16
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
新
卒
後
臨
床
研
修
制
度
も
10
年
を
経

過
し
ま
し
た
。 

当
初
、
府
医
に
お
い
て
指
導
医
と
研
修
医
の
交
歓
会
が
開
か
れ
た
こ

と
を
参
考
に
、
平
成
19
年
度
よ
り
北
区
医
師
会
会
員
、
研
修
指
定
病
院

（
北
野
病
院
、
済
生
会
中
津
病
院
、
住
友
病
院
）
の
指
導
医
、
研
修
医
の

参
加
を
得
て
「
交
歓
会
（
交
流
会
に
名
称
変
更
）
」
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
平
成
26
年
10
月
18
日(

土) 

大
阪
東
急
イ
ン
で
第
１
１
５

回
北
区
医
師
会
学
術
講
演
会(

済
生
会
中
津
病
院 

呼
吸
器
内
科 

上
田
哲

也
先
生
に
よ
る
『
咳
喘
息
の
今
』)

に
ひ
き
つ
づ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
医
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
（
報
告
）
も
年
々
内
容
も
豊
富
で
工
夫
を
凝

ら
し
た
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
済
生
会
中
津
病
院
の
指
導
医
で
あ

る 

安
井
良
則
先
生 

か
ら
は
東
日
本
大
震
災
と
福
島
県
を
中
心
と
し
た

医
療
の
現
状
の
話
が
あ
り
、
北
野
病
院
の
指
導
医
か
ら
は
病
診
連
携
に 

 

つ
い
て
、
住
友
病
院
の
指
導
医
か
ら
は
北
海
道
夕
張
で
の
研
修
報
告
が

あ
り
ま 

し
た
。
研
修
医
の
３
年
目
以
後
の
動
き
と
し
て
は
、
以
前
よ
り
大
学
病

院
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

今
後
も
病
診
連
携
の
一
環
と
し
て
な
る
べ
く
年
１
回
「
交
流
会
」
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

最
後
に
、
今
回
も
共
催
し
て
い
た
だ
い
た
杏
林
製
薬(

株)

の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

          

当
日
の
出
席
者(

医
師 

敬
称
略) 

 

北
区
医
師
会
長 

… 

波
多
野
泉 

 

研
修
医 

… 

伊
藤
由
作
、
伊
藤
慶
人
、
大
野
龍
、
小
笠
原
千
尋
、

烏
野
侑
子
、
北
風
宏
明
、
紀
田
修
平
、
小
林
優
紀
、
是
末
瑞
樹
、
高
田

洋
子
、
藤
原
真
希
、
福
井
康
裕
、
藤
田
望
、
松
永
由
紀
、
松
本
譲
、
宮

崎
慶
宗
、
矢
野
景
子
、
山
本
果
奈 

病
院
指
導
医 

… 

東
千
尋
、
猪
子
森
明
、
宇
高
不
可
思
、
木
内
俊

一
郎
、
安
井
良
則
、
山
本
浩
司 

 

診
療
所
指
導
医 

… 

石
井
豊
、
大
原
裕
彦
、
片
岡
晃
哉
、
不
藤
哲

郎
、
古
林
光
一
、
本
出
肇 



 

             



 

                      

  




